
●船川八幡宮�
　船川八幡宮は鳥羽天皇の天永年
間（１１１０年～１１１３年）に山城国男山
町八幡宮から新見今市に勧請し、応
永１７年（１４１０年）に焼失しましたが、
同２１年（１４１４年）平信濃入道により
再建したと伝えられます。戦国時代に
は鳶ヶ巣城主徳光兵庫頭の信仰が

厚く、たまたま神夢により備中松山への船路を開いたことから船川の山号を
贈り、以来船川八幡宮と称しました。正徳５年（１７１５年）新見藩主、関備前
守長治侯により現在の位置に奉遷されました。�

　元禄１０年（１６９７年）新見藩主となった関備前守長治侯が船川八幡宮大
祭における御神幸の警備にあたらせたのが始まりと言われています。�
　１０月１４日の「湯立ての神事」を祭礼と定め、１０月１５日に行われる秋季大
祭当日の御輿の御神幸に際してその前駆を務めるもので、行列は長刀・鉄砲・
弓矢などの武器を携える総勢６４名からなり、青竹を手にした２人の先払いを
先頭に「下に、下に」の警声とともに神社を出発し、宮地町の御旅所へ向か
い、また宮へ帰ります。沿道では氏子が幔幕を張り、盛り塩で清め、男性は土
下座をして御神幸を迎えます。女性や子供は家の中の座敷からでもよいとさ
れています。�

御神幸武器行列（土下座まつり）�
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新見藩の歴史�
　このまちは江戸時代元禄１０年（１６９７年）に初代新見藩主関長

治侯によってつくられたまちです。新見藩は１万８千石です。元禄

時代はすでにお城は造れない時代でしたので、御殿（官邸）を建て、

そこで政務を執られました。このことによりこの地区を新見御殿町

と言っています。�

　関家と森家の本国は美濃です。両家は濃い姻戚関係にあり、

共に織田信長に仕えておりました。天正１０年、本能寺で織田信

長に最後まで従って戦死した森蘭丸、坊丸、力丸の一番末の弟

が千丸で、千丸だけが幼くて美濃に残っておりました。その後、千

丸（森忠政）は関ヶ原の戦いで功を認められ、徳川幕府から津山

藩１８万６千石を賜りました。この森忠政侯が津山藩森家の藩祖

です。その時、関家も津山へ移りました。津山藩森家の２代目のお

殿様は関家の長男（長継）で、長継侯の子、長治侯は逆に関長

政侯の養子となり、作州津山藩の中に１万８千石の領地をもらって

大名となりました。森家５代目衆利侯が急死し、跡継ぎが無かった

のでお家は断絶。森家は分かれて播州三日月城と播州赤穂城へ

移らなければならなくなり、それに伴って関家も津山から新開地の

新見へ移封されること

になりました。元禄１０年

のことです。こうして新

見藩が誕生したのです。�

　その後、新見藩関家

は明治まで９代続き、現

在第１３代末裔の関勝

氏は埼玉県におられます。�丸川松隠（新見藩校督学）�
　丸川松隠は宝暦８年（１７５８年）６月２１日倉敷の西阿知で生まれました。�

当時、西阿知は新見藩の飛び地でした。第５代新見藩主長誠（ながのぶ）侯の時代、安永から寛政にかけての２０年間は天災が続き、人心は荒れ、領民の悲劇も起こって、藩内はすさんで

いました。長誠侯は、藩政の建て直しには人づくりが必要と考えられ、優れた指導者を探しておりました。西阿知に丸川松隠という朱子学者がいることをお聞きになり、思誠館の督学（校長）

に迎えることにしました。�

　その当時、丸川家は新見藩士ではありませんでした。丸川家は代々新見藩に仕えていましたが、松隠の父茂雅は新見藩（の仕籍）を離れて西阿知で庄屋の代わりをしておりました。この

頃天災続きで、父は周辺の村代表として水の訴訟のため江戸へ６年間行っておりました。その間、舅姑の病気看病と家事や農業、育児等で母松の過

労が続き、病に冒されます。父のいない間、母の看病を松隠がやっていました。松隠２９歳の時、新見藩から親孝行を尽くしたというので表彰を受け、銀

５枚と田畑の税の永代免除をうけました。幕府が編集した『孝義録』にも孝子として載りました。�

　松隠は母松の教えもあり、幼少から学問に精を出し、１５歳で総社の亀山如水につき朱子学を学び、２２歳で讃岐の尾池薫陵について医学を学びま

した。３０歳で父母を亡くした後、３３歳の時、大阪の中井竹山の「懐徳書院」（現在の大阪大学のような学校）に入門し、この塾で佐藤一斎と共に英傑

として天下に認められました。松隠の名が幕府にも聞こえ、老中松平定信から江戸学問所昌平校（現在の東京大学のような学校）の教授に招かれま

す。その同時期に第５代新見藩主関長誠侯から新見藩の藩校思誠館の督学に招かれます。幕府と新見藩の招きが期せず一致したのです。その時

の松隠の答えです。「私の家は代々新見藩に仕えておりました。故あって父は新見藩の仕籍を脱しましたが、この度また私に声がかかりました。殿様の

ご恩はしばらくも忘れていません。敢て他へ仕官する気持ちはありません」。�

　寛政５年（１７９３年）松隠３６歳の時、長誠侯にお会いし、藩校思誠館の督学になり、１８年間、君臣を越えた人間同士の関係が続きました。�

松隠の同門と弟子�
　同門（中井竹山の門下）に佐藤一斎がおります。�

　弟子に、新見藩では渡辺松窩、木山楓渓、梶並蘭窟、内藤瓦全。松山藩では、山田方谷。（方谷は５歳から１５歳まで新見で松隠の教えを受け

ました。方谷の弟子に進鴻渓、三島中州がいます。）幕領では三島伝太郎、神崎東作。�

丸川松隠肖像画�

新 見 市 観 光 協 会 �●御殿町センター�
　「御殿町づくり」事業のシンボル施設として旧元福酒造跡地に平成６年に建てられた。外

観は商家の蔵をイメージし、館内には旧新見藩主関家にまつわる資料を展示してあり、研修

室なども兼ね備えている。�

●�
元仕出し�
自由亭�
　明治から昭和
40年頃まで続い
た有名な仕出屋
さんで、鰻料理は

有名でした。当時の自由亭はハイカラで、テキ（ス
テーキ）も出されていました。昔の自由亭のたれ
の味を懐かしく思い、もう一度食べたいと思う人
は今も多いようです。�

5 ●�
太池邸�
　近代新見地
域の商業の中
心地として栄え
た中町界隈に
あって、その中

核的な商家の一つ。明治末期の建物で新見
初の百貨店として呉服をはじめ色々な商品を
扱っていました。現在は新見市が借り受け、交
流拠点施設として利用させています。�

1
●�
元料亭�
松　葉�
　明治から昭和
30年頃まで料亭
として一世を風靡
した。明治26年の
建物で、津国屋

の四軒長屋だった二軒分を明治末頃に華やか
な料亭として改築しました。端唄・小唄・都都逸
と粋な人の集まる料亭でもありました。玄関前の
通り、三味線横丁（昔たぬき小路）を粋なお姉さ
んと旦那衆の歩く下駄の音が今でも聞こえてき
そうな不思議な空間です。�

6●�
児玉邸�
（元料亭　梅屋）�
　昭和の戦前ま
で置屋料亭として
栄えました。戦後
児玉氏が買い取り、
民家として使われ

てきましたが、当時の面影を今もうかがうことが
できます。２階に上がる階段はお客様用と仲居
さん用と相対してつくられており、部屋回りはす
べて廊下つづき。催し物の期間中は見ることが
できます。�
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●元大阪屋旅館　別館�
　明治から昭和３０年代まで料理旅館をしてい
た大阪屋旅館の別館で、昭和の初めの建築物。
床柱の黒柿も今に残っています。当時の政財
界人が多く訪れ、橋本龍伍氏（当時厚生大臣）
もよく泊まっていました。まさにその時代の勢い
を感じます。�
�

9●田原屋�
　明治時代の建築物で、なまこ壁が当時の商
いの凄さを思わせます。塩干物、お酒や度量衡
器販売、衡器修復等の商いをしてきた田原屋
は現在西方でお酒の卸をしており、塩干物はニ
コー産業へ引き継がれています。今も度量衡器
販売所と衡器修復所の看板は見ることができま
す。�
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�
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●カツマルギャラリー�
　カツマル醤油は明治３２年創業で、大正から
昭和の初めの建築物。ギャラリーでは四季を通
じ色な々作品展を催し、地元特産品等も販売し
ています。レトロな建物の中のモダンなギャラリ
ーは、ほっと一息楽しめるスペースとして、まちの
交流の場となっています。�

2

●田原邸�
　大正時代の建築で、当時小料理屋として使
われいたようで、2階には四畳半の小部屋が数
個ある。天井は弁柄とすすを油で塗られており、
当時の名残を今に残している。�

7

●関長治、関政辰墓所�
　新見藩初代藩主関長治侯及び
第４代藩主関政辰（まさとき）侯の
墓所は現在の西来寺（せいらいじ）
にあります。他の藩主のお墓は江
戸（高輪）にあります。また親族のお
墓は新見の雲居寺（うんごじ）にあ
ります。�
　西来寺はもともと西来庵と称し、

元禄１１年（１６９８年）良高和尚が風木雲居寺の西あたりに小庵を結んだの
に始まると言われます。その後、継光院（長治の母）の意向により、現在の位
置に堂塔を建立し、西来寺と改称して関家の菩提寺としました。�

●寿福松原（通称松原通り）�
　この通りは、関のお殿様によって
寿福松原と命名されております。藩
祖関長政侯の院号「寿福院」にち
なんでつけられた名称です。現在
でも通称松原通りです。昭和１５年
に枯れて切られるまで樹齢２５０年
の寿福の松がありました。第１０代
藩主博直侯がお書きになった「寿

福松原記」は西来寺に什物として奉納されています。（昔の写真）�

3

●四間幅の道（本丁）�
　江戸時代、四間幅の道は５万石
以上の藩でなければつくってはい
けないという法度がありました。新
見藩は移封後、厳しい法度を破り、
堂 と々四間幅の道をつくれたのは
何故でしょうか。大変な疑問があり
ます。�

　新見藩創設の様子を書いた「新見記」（儒医蜂屋又玄著）に「名は実の
寶なり」（名称と実質）と言う言葉が書かれています。また江戸城では関家
は５万石以上の殿様の処遇を受けていたと伝えられています。それは関長
治侯の夫人が成瀬隼人正（犬山城主で尾張徳川家の附家老）の娘であっ
たことや徳川家との姻戚関係からも伺われるのではないでしょうか。�
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●丸川松隠碑銘�
　丸川松隠没後９５年目に政府から従５位の追贈
位があったのを記念して、昭和４年に新見阿哲の
有志が松隠会を結成し、この地に仙台石で顕彰
碑をつくりました。（丁度この頃新見に鉄道がつ
いています。）篆額揮毫（てんがくきごう）は近衛
文麿公、碑文は佐藤一斎によります。�
�

19

40

●風木谷の川底の石畳�
　風木谷はたびたび洪水による被
害が続いていました。これを予防
するため丸川松隠の献策で川底
に石畳を敷きました。現在もその跡
が残っています。�
　また、享和３年（１８０３年）には、
同じく松隠の献策で熊谷川桑原
堰を築き、農業用水を確保しました。
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●温故館（渡辺屋敷）�
　この渡辺家は用人だったようで、

商人との中を取り次ぐところでした。

庭には伊達政宗公から贈られた五

葉の松がありました。屋敷の前には

惣門がありました。現在は市の施

設「温故館」として使われています。�
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●思誠舘跡碑�
　思誠館は岡山県下で３番目に出
来た藩校です。新見藩３代藩主関
政富（まさとみ）侯によって宝暦５年（１
７５５年）につくられました。�
　思誠館（しせいかん）の名称は、
孟子の言葉に「誠は天の道なり、思
誠は人の道なり、至誠にして動かざ

るもの未だこれあらざるなり」とあり、これから付けられています。�
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●新見舘址碑�
　新見藩の舘址の碑です。碑の位置は
変えられています。現在碑があるのはか
つて正門のあった場所です。館はこの
グラウンドの一角にありました。撰文（漢
文の碑文）は犬養毅氏（元総理大臣）、
篆額（てんがく）は新見藩第１０代藩主
の博直侯が書いておられます。当時同
じ貴族院議員で交流が深かったようです。�
�
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●三日市河岸（がし）�
　新見河岸は本町の裏と三日市（真
福寺裏）にありました。この河岸の
石組みは水谷巻（みずのやまき）と
いう独特の組み方で、３５０年以上
経った今でもあまり崩れていません。
「三日市ケレップ」と呼ばれています。�
　ここから新見藩のみならず備中
北部の天領や松山領を含めた地

域の鉄及び産物の大部分が積み込まれていました。新見河岸から出る高
瀬舟は３と８の日に月６便、朝８時出発で、高梁１泊後、２日で新見へ帰りました。
玉島へは往復で１週間と決められていました。通行料は現在のお金で３千
円～４千円位でしょうか。�
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�

　津国屋内蔵は文化１１年（１８１４年）
の建物で、山田方谷（９歳）が丸川
松隠の家塾で勉強をしていた時
代です。�
　津国屋内蔵に当時津国屋で使
われていたものや、一間半七
社の神棚、酒蔵の鬼瓦、山田
方谷の手紙等が展示してあり
ます。�

江戸時代の札座・鉄問屋・造り酒屋�

津国屋&内蔵（倉庫）�●�12

歴史コース�
�

三味線横丁�

寿福松原（津国屋）�



新見藩初代藩主関長治、４代藩
主関政辰の墓所がある。�

新見藩関家身内や家臣らの
墓所、丸川松隠の墓所がある。�

�

●石垣と川�

●温故館（渡辺屋敷）�
●四間幅の道（本丁）�
●えびす神社�
●思誠舘跡碑
●鳳凰門�

●丸川松隠碑銘�
●新見舘址碑�
●風木谷川�
●竹井邸�

●三日市場跡碑�

●高瀬舟発着場跡�
●元船差役（井上薬局）�

●横井商店�

●新見御殿町センター�
●カツタ写真館�

●津国屋�

●大西邸�

●新見船川八幡宮�
●猿如意舎（宮永邸）�

●竹本邸�

●常夜燈�
●金村屋麹店�

●林　邸�

●大西亮商店�

●供養塔�
●庚申堂�
●西来寺（関家墓所）�
●雲居寺（松隠墓所）�
●丸川松隠と山田方谷ブロンズ像�
●姉妹蔵（元川崎屋）�
●井戸（江戸時代の武家屋敷の共同井戸）�
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●佐々奈美精肉店（コロッケ） ●西作食堂  ●ミネルヴァ（喫茶）  ●山田屋（大判焼） ●さつき屋（菓子） ●中山精肉店（コロッケ・千屋牛） ●あるれ（喫茶）  　�
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　思誠小学校の門で、卒業式の日にのみ開け
られます。�

　新見藩関長治侯がこのまちをつくるまでは
この辺りを高梁川が流れていたようです。消
火器庫の裏側に溝があります。昔の川の岸の
跡と言われています。まちづくりの際、川の
位置を変え、現在の松原通りの辺りは川原を
埋め立ててつくられたまちです。�

　生きたまちの情報を色々と教えてもらえる
ところ。�

　中世新見庄の時代の市場跡。�

　江戸時代に舟差役をしていた井上家。河川
の水深計測、航路管理、積荷検査及船問屋の
統率、監督などをしていました。お店に当時
のものが展示されています。�

　武家屋敷の景観にあわせた昭和初期には珍
しい和洋折衷の設計で、ハイカラな建物とし
て当時評判になり、今に残る建物。�

　江戸時代はお酒屋さんで、屋号は金村屋。
現在は麹屋。天井が低く、歴史を感じさせる
建物。�

　明治の建物で、当時は呉服の商いをしてい
た。畳表の全国販売でも有名に。現在は衣料
雑貨店も。�

　江戸時代の醤油屋で、屋号は金川屋。江戸
からの佇まいを感じる建物。�

　江戸時代の津国屋の倉庫のあったところで、
明治大正時代に自宅として建て直されました。
商家の中庭と応接間は今もその時代の町屋の
雰囲気が感じられます。�

　津国屋は札座、鉄問屋、造り酒屋、町名主
をしており、藩指定の六問屋の一つでした。�

　古い蔵の天井や床にベン柄を施し、日本伝
統の技術でつくられた道具を展示しています。�

　昭和初期の建物で、「田舎別嬪（べっぴん）」
という煙草を製造販売していました。南側３
階の出窓に昭和のレトロを感じます。文具 
書店の店内のレトロコーナーに紙のランドセ
ルや懐かしいものを展示しています。�

　明治大正の建築物で、元加藤屋敷。現在は
駅弁・仕出しの「大阪屋」の竹井さんの自宅。
広間は今に残る素晴らしい建築物。映画「バッ
テリー」のロケで、キャッチャーの永倉豪君
の自宅として撮影が行われました。�
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（エンジョイヤ）�

（三日市河岸）� （依頼で建物内見学可）�

（依頼で建物内見学可）� （依頼で建物内見学可）�

歴史・町屋コース�●太池邸➡●寿福松原（松原通り）➡●津国屋➡●津国屋  内蔵➡●元料亭 松　葉➡●元大阪屋旅館 別館➡●田原邸➡●御殿町センター➡●カツマルギャラリー�1 3 29 12 76 9 27
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（依頼で建物内見学可）� （依頼で建物内見学可）�（依頼で建物内見学可）� （依頼で建物内見学可）�

※ボランティアガイドご依頼の方は、新見市観光協会（TEL:0867-88-8154）へお問い合わせ下さい。�

●児玉邸（元料亭  梅屋）�
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�建物内見学不可　建物の中には絶対に立ち入らないで下さい。�

期間限定で建物内見学可　新見御殿町振興会で開催される「まち歩き」コースの時のみ見ることができます。但し都合で、その場合でも見ることが出来ない
時もあります。�

依頼で建物内見学可　依頼で都合が良ければ見学可です。　　　　　　　　　　　TEL：0867-88-8154　新見市観光協会へお問い合わせ下さい。�
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